やもり は 雨の ふる 夜ごとに 暗闇 阪の 街燈に 出て いる 

が、 いつ 何処から 這い 上がる とも 知れぬ。 気を付けて 

いた にもかかわらず 一 度 も 柱 を 登る 姿 を 見た 事がない。 

日の 暮れる まで は 影 も 見えず、 夜 はいつ の 間に か 現わ 

れて ガラスに 貼り付け たように 身動きせぬ。 朝 出が け 

に 見る ともう 居ない。 夜 一夜 あの ままに 貼リ 付いてい 

こつぜん 

たのが 朝の 光と 共に 忽然と 消える のでない かと 云うよ 

うな 事 を 考えた 事 も ある。 

かど 

暗闇 阪を 下りつ めた 角に 荒物屋が ある。 この 店 は 

ちょうど 自分が 今の 処に 移る 少し 前に 新しく 出来た そ 

うで ある。 毎日 通り 掛リに *1 の康も 見れば、 また 阪の 



元の ような 空想 はもう 起らぬ、 小さな 細長い 黒影 は 平 

和な 灯影に 眠って いるよう に 思われる ので ある。 

(明治 四十 年 十月 『ホ トトギ ス』) 
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